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○ 生物学
生物の生きている仕組と人間の健康な生活につい
て考えることにより、生命のメカニズムについて
理解する。

1
・
前
30 1 ○ △ ○ ○

○ 教育学
教育という営みの構造と課題を理解し社会の出来
事を教育的に考察する。

1
・
前
15 1 ○ ○ ○

○ 情報科学
情報について、コンピューターシステムとネット
ワークを理解させ、基礎的情報処理の方法につい
て理解する。

1
・
前
30 1 ○ △ ○ ○

○ 統計学
保健医学領域において役にたつ統計学の基本的概
念や考え方を理解し、看護研究に役立てる。

1
・
前
30 1 ○ △ ○ ○

○ 化学
人の正常な活動や疾病の理解をするため、身体を
構成する物質とその反応を修得する。

1
・
前
15 1 ○ ○ ○

○ 人間関係論
人間関係の基礎理論を学び、人間関係の多様化を
多角的に捉える視点を育成する。

1
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ カウンセリング カウンセリングの基礎を修得する。
1
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 家族論
現代家族の諸現象ライフタスクの諸問題の分析と
対処を探る

1
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 倫理学
倫理学の基礎知識を学び、医療分野で考えること
ができる。

1
・
前
15 1 ○ ○ ○

○ 医学英語
将来。医学・看護学研究用の英語文献を読んだ
り、医療現場での記録物が理解できるように、医
学英語の読解力を養う。

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 英会話
英語による Speaking と Writing の能力を育
成する。

1
・
前
30 1 ○ ○ ○
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授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成25年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

○ 芸術
芸術活動が人間の心にどの様な作用を与え、療養
生活の支えになるかを知り、実際に演習を行う。

1
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 体育
健康という概念をもとにスポーツ・レクリエー
ション活動を通して健全な心身の育成のあり方に
ついての基礎知識とその実践を理解する。

1
・
後
30 1 ○ ○ △ ○

○ 解剖生理学

人体の発生、構成について学ぶことを通じてその
働きを理解する。また、人体を構成している骨
格、筋、臓器の位置、構造を理解し、各組織を統
合して人の生命、生活が営まれていることを修得
する。

1
・
前
60 2 ○ ○ ○

○ 生化学
生体の恒常性の維持に必要な生体基本物質の構造
と機能並びにそれらの代謝に関する知識を修得す
る

1
・
後
30 1 ○ △ ○ ○

○ 栄養学
食生活が生体の代謝に影響し、健康の保持・増
進、疾病の改善に影響を及ぼすことを学び、栄
養・食事に必要な基本的知識を修得する。

1
・
前
後

60 2 ○ △ ○ ○

○ 薬理学
薬物治療上、必要な薬理学的知識、薬物使用法を
修得する。薬理作用を理解し、患者の治療および
看護に必要な基本的知識を修得する。

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 微生物学
微生物学の基礎知識を学び、それらの特異性を知
る。

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 病理学
疾病や障害の基本概念を理解するため疾病の成り
立ち、器官、組織の変化を通して修得し看護師と
して必要な基本的知識を修得する。

1
・
後
30 2 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅰ
臨床的に系統別疾患概念や障害発生の理解を深
め、疾病や障害の仕組みを修得する。（脳神経系
疾患、呼吸器系疾患、循環器系疾患）

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅱ
臨床的に系統別疾患概念や障害発生の理解を深
め、疾病や障害の仕組みを修得する。（消化器系
疾患、腎・泌尿器系疾患）

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅲ
臨床的に系統別疾患概念や障害発生の理解を深
め、疾病や障害の仕組みを修得する。（内分泌・
代謝疾患、免疫・アレルギー疾患、運動器疾患）

1
・
後
30 1 ○ ○ ○
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授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成25年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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年
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学
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授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

○ 病態生理学Ⅳ
臨床的に系統別疾患概念や障害発生の理解を深
め、疾病や障害の仕組みを修得する。（生殖器疾
患、感覚器系疾患、歯科・口腔系疾患）

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅴ
小児期の疾患や障害の症状・経過の特性、治療、
看護の特殊技術を修得する。

1
・
後
15 1 ○ ○ ○

○ 病態生理学Ⅵ
精神・心理に関して臨床的に系統別疾患概念の理
解を深め疾病や障害の仕組みを修得する。

1
・
後
15 1 ○ ○ ○

○ 医療概論
現代の保健、医療、福祉の抱えている問題点とそ
の問題発生の背景を知ることによって、医学的側
面を理解する。

1
・
前
15 1 ○ ○ ○

○ 公衆衛生学
健康増進、疾病予防といった側面だけでなく、疾
病構造の変化や高齢の在宅療養者の問題など、地
域保健の基礎となる知識を得る。

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉論
社会福祉及び社会保障について、歴史的過程と現
状、行政、人々の生活及び保健、医療、福祉、看
護の関わりについて学ぶ。

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 関係法規

保健、医療、福祉に関する諸制度の理念を知る。
医療関係法規の構造ならびに活用についての知識
を得る。なお、具体的事例に関連して判例法理の
動向を学ぶ。

2
・
前
30 2 ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション論

リハビリテーションという視点から医療を捉える
ことで看護の機能の重要な側面について学ぶ。

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 看護の概念

看護理論を学び看護・看護学の現状と方向性を理
解する。看護の機能と役割を理解し、また、人間
のライフスタイルにおける健康の意義とチーム医
療の場で、看護実践に必要な基礎的知識を修得す
る。

1
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 看護の展開
看護の対象に系統的に情報収集し一連の看護過程
の展開方法を知る。また、実施した看護を振り返
る視点の理解と思考する能力を養う。

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 基礎看護技術Ⅰ 対象者の生活環境を整える技術を修得する
1
・
前
30 1 ○ ○ ○
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授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成25年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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年
次
・
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授
　
業
　
時
　
数

単
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○ 基礎看護技術Ⅱ
人間の基本的欲求に基づく日常生活活動への援助
技術を知り、基礎的技術を修得する。

1
・
前
30 1 ○ ○ ○

○ 基礎看護技術Ⅲ 診療の補助技術を修得する。
1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 基礎看護技術Ⅳ 生命危機にある対象者への看護技術を修得する。
1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
基礎看護技術演
習Ⅰ

基礎看護技術を実際に行い、安全性と安楽に考慮
した手順を考える能力を修得する。（環境調整、
コミュニケーション、食事援助、排泄援助、活
動・休息、安楽確保、清潔）

1
・
前
45 1 ○ ○ ○

○
基礎看護技術演
習Ⅱ

基礎看護技術を実際に行い、安全性と安楽に考慮
した手順を考える能力を修得する。（呼吸・循
環、創傷管理、与薬、救命救急、死亡、症状・生
体機能管理、感染予防、検査）

1
・
後
45 1 ○ ○ ○

○ 臨床看護総論

看護の基本としてさまざまな健康上のニーズのあ
る各年齢層の人々に基本的な知識･技術を統合して
応用するプロセスやその各経過、主な症状に応じ
た看護の知識と援助方法・技術を修得する。

1
・
後
30 1 ○ ○ ○ △

○ 看護研究
看護における研究の意義を理解すると共に、研究
の基礎と研究的態度を培い、看護を科学的に展開
する能力を養う。

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
基礎看護学実習
Ⅰ

患者を理解し生活上の援助を行う。診療における
看護の役割を知る。

2
・
前
45 1 ○ ○ ○ ○

○
基礎看護学実習
Ⅱ

患者を統合的に理解し、援助を必要とすることが
らを判断して、個別的一計画的な看護を修得す
る。

2
・
後
90 2 ○ ○ ○ ○

○ 成人看護学概論

成人期の人々の発達における特徴とその課題、健
康上の要求を理解し、健康に影響する環境の諸因
子および疾病などを学習し、個人とその家族の健
康上の問題解決に必要な看護の方法と実践力を修
得する。

1
・
後
30 1 ○ ○ ○
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授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成25年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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年
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授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
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○
成人看護方法論
Ⅰ

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
成人看護方法論
Ⅰ

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
成人看護方法論
Ⅱ

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
成人看護方法論
Ⅱ

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
成人看護方法論
Ⅲ

慢性期にある対象者が自分自身で病気を考え、疾
病と付き合っていける知識・技術を提供できる能
力を養う。終末期にある対象者の生活を支える、
知識・技術を修得する。

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 老年看護学概論
老年期の特徴を理解する。高齢者の生活と取り巻
く環境をふまえた、看護の役割を修得する。

1
・
後
15 1 ○ ○ ○

○
老年看護方法論
Ⅰ

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
老年看護方法論
Ⅰ

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
老年看護方法論
Ⅱ

2
・
後
15 1 ○ ○ ○

○ 小児看護学概論
小児看護の概念、小児各期の特徴を理解し、小児
の健康生活や家族との関わり方について援助技術
を修得する。

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

急激な健康状態の変化に対応するため、観察や対
処、医療処置の実施、心理的な援助を行える、知
識技術を修得する。

心身の機能・構造に何らかの障害を有し、日常・
社会生活に支障をきたした対象者にその人らしい
生活を支援するための知識・技術を修得する。

老化による障害や疾病を持つ高齢者の生命維持、
健康維持のための看護の必要性を判断し実践の方
法を修得する。
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授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成25年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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○
小児看護方法論
Ⅰ

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
小児看護方法論
Ⅰ

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
小児看護方法論
Ⅱ

2
・
後
15 1 ○ ○ ○

○ 母性看護学概論
母性看護の現況や動向を知り機能と役割を理解す
ることにより母性看護活動に必要な基礎的知識を
修得する。

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
母性看護方法論
Ⅰ

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
母性看護方法論
Ⅰ

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
母性看護方法論
Ⅱ

2
・
後
15 1 ○ ○ ○

○ 精神看護学概論
精神保健看護をとりまく動向を踏まえ精神保健看
護の対象となる人々の理解と援助に必要な理論を
修得する。

1
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
精神看護方法論
Ⅰ

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
精神看護方法論
Ⅰ

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○
精神看護方法論
Ⅱ

2
・
後
15 1 ○ ○ ○

精神の健康に障害のある人および家族の理解と援
助について、その理論と具体的方法を習得する。

様々な健康レベルにある児の心理面・身体面・社
会的側面を理解し、健康の回復・維持・増進に必
要となる知識および方法を修得する。

母性の特性を身体的、精神的、社会的に理解し母
性の一生を通じた健康の保持・増進と疾病予防に
ついて理解する。母性看護の沿革と現況について
理解し、今後の看護について考察する。
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授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成25年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
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授
　
業
　
時
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位
 
数

○
成人看護学実習
Ⅰ

救急医療を必要とする患者の状況と特徴を理解し、救急
看護の基本的な援助を修得する。手術を必要とする患者
の病態と手術療法を認識し、患者の身体的、精神心理
的、社会的側面への影響を理解し術前の患者準備と家族
へのアプローチおよび術中・術後に予測される問題を判
断し、その対応を考える。

3
・
前
90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学実習
Ⅱ

回復期の患者、特に生活障害を中心に、機能維持
の向上を目的に障害を評価し、リハビリテーショ
ンプログラムを理解し、ＡＤＬ自立するための訓
練や日常生活指導の方法を学ぶ。

3
・
前
90 2 ○ ○ ○ ○

○
成人看護学実習
Ⅲ

慢性期にあり自己管理を必要とする対象を理解し、生
涯、セルフコントロールの必要なさまざまな健康障害、
疾病との共存を図りセルフコントロール確立への看護を
修得。終末期患者とその家族の心理過程を理解し、苦痛
を緩和する援助を行い、死に対する認識を深める。

3
・
前
90 2 ○ ○ ○ ○

○
老年看護学実習
Ⅰ

高齢者を取り巻く家族及び社会との連携や福祉施
設での老年期の人々の生活を理解する。

3
・
前
90 2 ○ ○ ○ ○

○
老年看護学実習
Ⅱ

老年期の特徴を理解するとともに、老化に伴って
起こる疾病、障害とその家族の持つ問題を理解し
生活への援助技術を身につける。

3
・
後
90 2 ○ ○ ○ ○

○ 小児看護学実習
対象となる子どもと家族および取り巻く人々を多
角的総合的に理解し、すでに学んだ知識・技術を
用いて問題を解決できる能力を修得する。

3
・
前
90 2 ○ ○ ○ ○

○ 母性看護学実習
妊娠、分娩、産褥における母性の特徴を理解し、
母性および新生児に必要な看護と保健指導を行い
うる基礎能力を修得する。

3
・
前
90 2 ○ ○ ○ ○ ○

○ 精神看護学実習

人々の精神の健康増進と疾病予防への援助活動を
理解し、さらに精神障害患者の理解と自立に向け
たセルフケア欠如の援助およびリハビリテーショ
ン精神看護の能力を修得する。

3
・
後
90 2 ○ ○ ○ ○

○ 在宅看護概論
在宅看護の特性を理解し、在宅療養者を支える保
健・医療・福祉の制度や資源について修得する。

2
・
前
15 1 ○ ○ ○
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授業科目等の概要

（医療専門課程看護学科）平成25年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

○
在宅看護方法論
Ⅰ

2
・
前
30 1 ○ ○ ○

○
在宅看護方法論
Ⅰ

2
・
後
30 1 ○ ○ ○ △

○
在宅看護方法論
Ⅱ

2
・
後
15 1 ○ ○ ○

○ 医療安全管理
医療における治療，療養等あらゆる場面における
安全の必要性と方法について修得する。

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 国際看護
看護実践を行う場としての国際医療援助活動の実
際について学び、国際的視点から看護活動への理
解を深める。

2
・
前
15 1 ○ ○ ○

○ 災害看護
災害直後から支援できる看護実践のための基礎的
な知識を学習する。

2
・
後
30 1 ○ ○ ○

○ 看護の統合技術
既習の看護技術を統合して、実践場面で応用でき
る思考過程を修得する。

2
・
後
15 1 ○ ○ ○

○ 在宅看護論実習

在宅看護論で学んだ理論や考え方、方法を実際に
地域において体験学習する。地域住民を対象とす
る在宅看護の特徴と看護の所属する機関の違いに
視点を置き、理解を深める。

3
・
前
90 2 ○ ○ ○ ○

○
看護の統合と実
践実習

病棟看護師の勤務に沿った実習を行うことによ
り、これまで得た知識・技術を統合して、応用と
実践と管理能力を知る。

3
・
後
90 2 ○ ○ ○ ○

82 科目

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

(97 単位 )

卒業要件及び履修方法 授業期間等
上記、教育課程を修了し、全ての単位または履修時間の認定を受けた者で欠席日数が出席す
べき日数の3分の1以下の者について卒業判定会議の議を経て学院長が卒業を認定する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 22週

疾病や障害を持って在宅療養をする人やその家族
に対する援助方法や在宅の終末看護を修得する。

合計

（留意事項）

3000 単位時間


